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 工務・電気協議会 若手組合員交流会を開催 ！！ 
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３
月
１
６
日
～
１
７
日
、
仙
台
市
秋
保
温
泉
郷
に
て
東
日

本
工
務
と
電
気
協
議
会
の
若
手
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
設
備
系
の
若
手
組
合
員
の
親
睦

と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。 

 

交
流
会
は
、
国
労
仙
台
地
本
会
議

室
に
て
１
３
時
に
清
水
工
務
協
事

務
長
の
司
会
で
開
会
し
、
後
藤
電
協

議
長
を
座
長
に
選
出
、
出
羽
工
務

協
・
後
藤
電
協
議
長
の
挨
拶
、
来
賓

と
し
て
東
日
本
本
部
武
田
書
記
長
、

仙
台
地
本
丸
谷
書
記
長
か
ら
挨
拶

を
頂
き
ま
し
た
。
続
い
て
情
勢
報
告

を
武
田
書
記
長
よ
り
受
け
て
、
討
論

に
は
い
り
ま
し
た
。
二
日
間
を
通
し

１
９
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

【
出
羽
工
務
協
議
長
あ
い
さ
つ
】 

 

設
備
同
士
の
職
協
で
あ
り
な
が
ら

交
流
が
無
か
っ
た
、
若
手
を
中
心
に
意

見
交
流
が
出
来
れ
ば
と
い
う
事
で
企

画
を
し
た
。
工
務
協
は
３
名
の
若
手
が

い
ま
す
、
先
進
的
な
電
気
の
皆
さ
ん
に

学
ん
で
行
き
た
い
。 

【
後
藤
電
協
議
長
あ
い
さ
つ
】 

 
 

本
体
の
状
況
が
掴
め
な
く
な
っ
て
い

る
。
工
務
と
交
流
し
問
題
点
の
洗
い
出

し
も
必
要
で
あ
る
。
今
後
も
引
き
続
き

交
流
し
て
行
き
た
い
。 

【
自
己
紹
介
・
職
場
報
告
・
討
論
】 

 

宮
崎
（
電
協
）
昨
年
１
０
月
か
ら
コ

ア
な
し
ス
ー
パ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
が
導

入
さ
れ
た
。
職
場
は
６
名
、
土
日
は
２

名
ず
つ
出
勤
。
２
月
に
所
長
か
ら
「
超

勤
が
多
い
何
と
か
し
ろ
」
と
言
わ
れ

た
。
「
フ
レ
ッ
ク
ス
で
早
く
帰
れ
な
い

保
安
要
員
が
あ
る
か
ら
」
と
い
っ
た

ら
、
１
週
間
後
、
保
安
要
員
の
勤
務
時

間
が
変
更
に
な
っ
た
。 

飯
田
（
電
協
）
３
０
代
４
０
代
の
中

堅
社
員
が
、
現
場
を
回
し
て
い
る
。
職

場
訪
問
に
来
た
幹
部
に
、
退
職
す
る
方

が
い
る
の
は
心
苦
し
い
、
社
員
が
働
き 
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続
け
た
い
施
策
を
進
め
て
も
ら
い
た

い
と
伝
え
た
、
返
答
は
賃
金
だ
け
で
な

く
や
り
が
い
や
責
任
感
が
大
事
だ
よ

と
言
わ
れ
た
。
認
識
の
乖
離
が
あ
る
。 

石
崎
（
電
協
）
障
害
は
、
直
轄
対
応

の
た
め
片
道
３
時
間
か
け
て
し
ゃ
断

管
折
損
を
行
う
。
会
社
は
、
Ｍ
Ｃ
の
統

合
で
人
数
を
集
め
れ
ば
技
術
力
向
上

に
な
る
、
マ
ン
パ
ワ
ー
も
増
え
る
と
い

う
。
毎
年
若
手
が
辞
め
て
い
く
。 

飯
田
（
工
務
協
）
４
月
か
ら
フ
レ
ッ

ク
ス
が
導
入
さ
れ
る
。
グ
ル
ー
プ
作
業

の
為
フ
レ
ッ
ク
ス
で
は
困
る
。
組
織
の

見
直
し
が
６
月
に
あ
る
。
派
出
の
廃
止

で
２
時
間
半
の
足
ロ
ス
と
な
る
。 

【
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
に
つ
い
て
】 

・
賃
金
が
少
な
く
な
る
と
い
う
心
配

は
、
ト
ー
タ
ル
で
超
勤
に
な
る
形
で
増

え
る
こ
と
の
方
が
多
い
。 

・
導
入
時
は
超
勤
が
増
え
た
。 

・
グ
ル
ー
プ
で
現
場
に
行
く
際
、
主
任

や
主
務
が
こ
の
時
間
か
ら
仕
事
を
し

た
い
と
声
を
か
け
る
。
（
勤
務
を
何
時

に
来
い
と
言
え
な
い
） 

・
ス
ー
パ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
、
当
番
、
警

備
、
夜
勤
フ
レ
ッ
ク
ス
の
４
パ
タ
ー
ン

が
あ
る
。
宿
直
が
あ
る
所
は
フ
レ
ッ
ク

ス
の
適
用
外
。 

 
【
担
務
変
更
に
つ
い
て
】 

・
保
線
は
在
勤
地
指
定
が
無
く
な
る
。 

・
電
気
の
Ｍ
Ｃ
は
在
勤
地
指
定
が
さ
れ

る
。
Ｍ
Ｃ
間
の
助
勤
は
や
ら
な
い
と
決

ま
っ
て
い
る
。
現
場
も
分
か
ら
な
い
所

へ
行
っ
て
も
出
来
な
い
か
ら
。 

・
保
線
は
、
現
場
を
知
ら
な
く
て
も
何

で
も
あ
り
に
な
っ
て
し
ま
う
。 

【
組
織
状
況
に
つ
い
て
】 

 

若
手
の
愚
痴
や
不
平
不
満
は
聞
け

る
。
国
労
加
入
ま
で
は
い
か
な
い
。 

組
合
の
こ
と
を
聞
い
て
く
る
人
は
多

い
。
加
入
ま
で
は
結
び
つ
い
て
い
な
い

が
ア
ピ
ー
ル
し
て
行
き
た
い
。 

組
合
掲
示
板
が
無
く
な
り
、
国
労
の

活
動
が
周
り
に
伝
わ
ら
な
い
。 

世
代
交
代
の
課
題
は
、
こ
こ
に
い
る 

 
 

 メ
ン
バ
ー
で
や
っ
て
行
く
し
か
な
い
。 

団
交
で
は
、
交
渉
技
術
や
全
国
の
情
報 

が
集
め
ら
れ
な
い
の
で
不
安
が
あ
る
。 

【
議
長
集
約
】 

 

保
線
で
は
、
フ
レ
ッ
ク
ス
が
４
月
か

ら
導
入
さ
れ
る
こ
と
で
電
協
の
皆
さ

ん
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
頂
い
た
。
各
現
場

で
会
社
に
説
明
を
求
め
て
行
き
た
い
。 

 

若
手
か
ら
参
考
に
な
る
意
見
を
頂
い

た
。
エ
ル
ダ
ー
の
人
達
も
Ｊ
Ｒ
職
場
に

行
き
た
が
ら
な
い
状
況
も
あ
る
が
、
若

手
と
話
し
込
み
を
し
て
行
き
た
い
。
短

い
時
間
の
中
で
、
中
身
の
あ
る
意
見
交

換
が
出
来
た
。
機
会
が
あ
れ
ば
仲
間
を

増
や
し
て
ま
た
交
流
し
て
行
き
た
い
。 

 

ホ
テ
ル
に
移
動
し
秋
保
温
泉
で
日

頃
の
疲
れ
を
取
り
、
懇
親
会
で
は
加
藤

電
協
事
務
長
の
進
行
で
、
初
対
面
の
違

和
感
も
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
会
社
へ
の
不

満
や
職
場
の
報
告
等
が
あ
り
ま
し
た
。

あ
ま
り
の
長
時
間
の
報
告
に
ス
ト
ッ

プ
が
係
る
等
、
終
止
笑
い
の
絶
え
な
い

親
睦
と
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

 

交
流
会
を
受
け
入
れ
て
頂
い
た
、
仙

台
地
本
の
皆
さ
ん
に
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 


